






























治 20 ～ 22（1887 ～ 1889）年頃である（24-25）。以降の日本文学史を概観すると，日本の文学
は現実社会とのつながりを切断されてきたように見える。文学は，多かれ少なかれ現実社会と関係
日本における基本主義的文学作品評価基準再考









































































































































































































































































































































































































　　　　 .  『近代文学論争』上巻，筑摩書房，1975 年。






　　　　 .  『近代文学の終り』インスクリプト，2005 年。
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　　　　 .  「日本におけるアメリカ文学史（Ⅱ）－作品の評価基準をめぐる一考察－」『比治山大学・
比治山大学短期大学部教職課程研究』第二巻，2016 年（63-74 頁）。
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